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(54)【発明の名称】 液晶表示装置のソース駆動回路及びソース駆動方法

(57)【要約】
【課題】  消費電力を減らすことの可能な液晶表示装置
のソース駆動回路及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】  ソース駆動回路は，ソースラインの極性
変調を行う極性変調部６０，７０と，外部の制御信号Ｃ
ＯＮによって出力バッファ部５０の出力と前記極性変調
部の出力のうち，一つを選択してピクセルへ出力する複
数のマルチプレクサ部８０とから構成される。前記各映
像信号の電圧を極性変調とグレースケイル決定の２位相
で分けて印加することを特徴とし，前記極性変調は段階
的な充電及び放電からなされることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  シフトレジスタ部と，サンプリングラッ
チ部と，ホールディングラッチ部と，ディジタル／アナ
ログ変換部と，出力バッファ部とから構成された液晶表
示装置のソース駆動回路において，ソースラインの極性
変調を行う極性変調部と，外部の制御信号によって出力
バッファ部の出力と前記極性変調部の出力のうち，一つ
を選択してピクセルへ出力する複数のマルチプレクサ部
とから構成されることを特徴とする，液晶表示装置のソ
ース駆動回路。
【請求項２】  前記極性変調部は，奇数番目の前記ソー
スラインの極性変調を行う第１極性変調部と，偶数番目
の前記ソースラインの極性変調を行う第２極性変調部と
から成ることを特徴とする，請求項１に記載の液晶表示
装置のソース駆動回路。
【請求項３】  前記第１，第２極性変調部は，ドライバ
チップの外部に取り付けられるｎ個の外部キャパシタ
と，前記ｎ個の外部キャパシタ及び負荷キャパシタを連
結する複数のスイッチから構成されることを特徴とす
る，請求項２に記載の液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項４】  前記各スイッチは，ＮＭＯＳトランジス
タから構成されることを特徴とする，請求項３に記載の
液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項５】  前記ＮＭＯＳトランジスタは，各々異な
る大きさを有するように構成されることを特徴とする，
請求項４に記載の液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項６】  前記各スイッチは，ＮＭＯＳトランジス
タとＰＭＯＳトランジスタを混用して構成されることを
特徴とする，請求項３に記載の液晶表示装置のソース駆
動回路。
【請求項７】前記ｎ個のキャパシタには陰の映像信号の
一定のグレー値に該当する電圧で陽の映像信号の一定の
グレー値に該当する電圧を均等に分割した電圧が充電さ
れていることを特徴とする，請求項３に記載の液晶表示
装置のソース駆動回路。
【請求項８】  前記各外部キャパシタが前記負荷キャパ
シタよりさらに大きく構成されることを特徴とする，請
求項３に記載の液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項９】前記第１，第２極性変調部は，シフト方向
が相反する第１，第２シフトレジスタを含んで構成され
ることを特徴とする，請求項２に記載の液晶表示装置の
ソース駆動回路。
【請求項１０】前記第１，第２極性変調部は，連結手順
を反対にする一つのシフトレジスタを含んで構成される
ことを特徴とする，請求項２に記載の液晶表示装置のソ
ース駆動回路。
【請求項１１】  シフトレジスタ部と，サンプリングラ
ッチ部と，ホールディングラッチ部と，ディジタル／ア
ナログ変換部と，出力バッファ部とから構成された液晶
表示装置のソース駆動回路において，ソースラインの極
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性変調を行う極性変調部と，外部の制御信号によって出
力バッファ部の出力と前記極性変調部の出力のうち，一
つを選択してピクセルへ出力する複数のスイッチ部とか
ら構成されることを特徴とする液晶表示装置のソース駆
動回路。
【請求項１２】前記極性変調部は，奇数番目の前記ソー
スラインの極性変調を行う第１極性変調部と，偶数番目
の前記ソースラインの極性変調を行う第２極性変調部か
ら成ることを特徴とする，請求項１１に記載の液晶表示
装置のソース駆動回路。
【請求項１３】  前記第１，第２極性変調部は，ドライ
バチップの外部に取り付けられるｎ個の外部キャパシタ
と，前記ｎ個の外部キャパシタ及び負荷キャパシタを連
結する複数のスイッチから構成されることを特徴とす
る，請求項１２に記載の液晶表示装置のソース駆動回
路。
【請求項１４】  前記各スイッチは，ＮＭＯＳトランジ
スタから構成されることを特徴とする，請求項１３に記
載の液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項１５】  前記ＮＭＯＳトランジスタは，各々異
なる大きさを有するように構成されることを特徴とす
る，請求項１４に記載の液晶表示装置のソース駆動回
路。
【請求項１６】  前記各スイッチは，ＮＭＯＳトランジ
スタとＰＭＯＳトランジスタを混用して構成されること
を特徴とする，請求項１３に記載の液晶表示装置のソー
ス駆動回路。
【請求項１７】前記ｎ個のキャパシタには陰の映像信号
の一定のグレー値に該当する電圧で陽の映像信号の一定
のグレー値に該当する電圧を均等に分割した電圧が充電
されていることを特徴とする，請求項１３に記載の液晶
表示装置のソース駆動回路。
【請求項１８】  前記各外部キャパシタが前記負荷キャ
パシタよりさらに大きく構成されることを特徴とする，
請求項１３に記載の液晶表示装置のソース駆動回路。
【請求項１９】前記第１，第２極性変調部は，シフト方
向が相反する第１，第２シフトレジスタとを含んで構成
されることを特徴とする，請求項１２に記載の液晶表示
装置のソース駆動回路。
【請求項２０】前記第１，第２極性変調部は，連結手順
を反対にする一つのシフトレジスタを含んで構成される
ことを特徴とする，請求項１２に記載の液晶表示装置の
ソース駆動回路。
【請求項２１】前記第１基板と，第２基板と，前記第
１，第２基板の間に封入された液晶を含めた液晶表示装
置のソースラインに陰の映像信号及び陽の映像信号を印
加する液晶表示装置のソース駆動方法において，前記各
映像信号の電圧を極性変調とグレースケール決定の２位
相で分けて印加することを特徴とする，液晶表示装置の
ソース駆動方法。
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【請求項２２】前記極性変調は，陰の映像信号の一定の
グレー値に該当する電圧で陽の映像信号の一定のグレー
値に該当する電圧間の電圧変動を伝えることを特徴とす
る，請求項２１に記載の液晶表示装置のソース駆動方
法。
【請求項２３】前記グレースケール決定は，ソース駆動
回路の増幅器によって成されることを特徴とする，請求
項２１に記載の液晶表示装置のソース駆動方法。
【請求項２４】前記極性変調は，多段階電荷を介した電
荷リカバリ方式を用いることを特徴とする，請求項に２
１記載の液晶表示装置のソース駆動方法。
【請求項２５】前記増幅器はグレースケールの表示に必
要とする程度の消費電力だけを供給することを特徴とす
る，請求項２１または２４に記載の液晶表示装置のソー
ス駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，消費電力を減少さ
せることの可能な液晶表示装置のソース駆動回路及びそ
の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近，映像信号を表示する表示素子とし
て液晶表示装置がさらに大きい関心を引き，このような
液晶表示装置の駆動に関する研究が盛んに行われてい
る。
【０００３】一般に液晶表示装置は大きく液晶パネル部
と駆動部に分けられる。液晶パネル部は，ピクセル電極
及び薄膜トランジスタがマトリックス形態で配列される
下側ガラス基板と，共通電極及びカラーフィルタ層が形
成される上側ガラス基板と，上側，下側ガラス基板の間
に満たされる液晶層から構成される。
【０００４】また，駆動部は，外部から入力される映像
信号を処理して複合同期信号を出力する映像信号処理部
と，映像信号処理部から出力される複合同期信号が入力
されて水平同期信号及び垂直同期信号を分離して出力
し，モード（ＮＴＳＣ，ＰＡＬＳＥＣＡＭ）選択信号に
よってタイミングを制御する制御部と，制御部の出力信
号によって液晶パネル部のソースラインに信号電圧を供
給するソースドライバと，制御部の出力信号によって液
晶パネル部の走査ラインに順次駆動電圧を印加するゲー
トドライバなどから構成される。
【０００５】以下に，図１８～図２７を参考しながら，
従来の液晶表示装置のソース駆動回路及びその駆動方法
を説明する。
【０００６】図１８は従来の薄膜トランジスタ液晶表示
装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）の構成図である。薄膜トランジ
スタ液晶表示装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）は，図１８に示し
たように，複数個のゲートラインＧＬと複数のソースラ
インＳＬなどの交差点に複数の画素を有する液晶パネル
１０と，液晶パネル１０のソースラインＳＬを介して各
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々の画素に映像信号を提供するソース駆動部２０と，液
晶パネルのゲ－トラインＧＬを選択して複数の画素をオ
ンさせるゲート駆動部３０から構成される。
【０００７】画素は，ゲートがゲートラインＧＬと連結
され，ドレインがソースラインＳＬと連結された複数の
薄膜トランジスタ１と，薄膜トランジスタのソースと各
々並列連結された貯蔵キャパシタＣｓと，液晶キャパシ
タＣｌｃとから構成される。
【０００８】図１９は従来の液晶表示装置によるソース
駆動回路の構成図である。従来のソース駆動回路の一例
として，３８４チャンネル６ビットドライバを示した。
すなわち，ＲＧＢデータが各々６ビットから成り，カラ
ムライン（データ）は３８４ラインから構成されたソー
スドライバである。ソース駆動回路は，図１９に示した
ように，シフトレジスタ部２１と，サンプリングラッチ
部２２と，ホールディングラッチ部２３と，ディジタル
／アナログ変換部２４と，出力バッファ部２５とから構
成される。
【０００９】シフトレジスタ部２１は，水平同期信号パ
ルスＨＳＹＮＣをソースパルスクロックＨＣＬＫによっ
てシフトさせてラッチイネーブルクロックをサンプリン
グラッチ部２２から出力する。
【００１０】サンプリングラッチ部２２は，シフトレジ
スタ部２１から出力されるラッチイネーブルクロックに
よってディジタルＲ，Ｇ，Ｂデータをカラムライン別に
サンプリングしてラッチさせる。
【００１１】ホールディングラッチ部２３は，サンプリ
ングラッチ部２２にラッチされたＲ，Ｇ，Ｂデータをロ
ード信号ＬＤによって同時に伝えられてラッチされる。
【００１２】ディジタル／アナログ変換部２４はホール
ディングラッチ部２３に貯蔵されたディジタルＲ，Ｇ，
ＢデータをアナログＲ，Ｇ，Ｂデータに変換する。
【００１３】出力バッファ部２５は，アナログ信号で変
換されたＲ，Ｇ，Ｂデータに該当する信号の電流を増幅
してパネルのソースラインへ出力する。
【００１４】上述のように構成されたソース駆動回路
は，１水平周期の間にディジタルＲ，Ｇ，Ｂデータをサ
ンプルリングし，ホールディングした後にアナログＲ，
Ｇ，Ｂデータで変換し，これを電流増幅して出力するこ
とになるが，ホールディングラッチ部２３がｎ番目カラ
ムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータをホールディング
していたら，サンプリングラッチ部２２はｎ＋１番目の
カラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータをサンプリン
グすることになる。
【００１５】図２０は従来の液晶表示装置によるゲート
駆動回路の構成図である。ゲート駆動回路は，図２０に
示したように，シフトレジスタ部３１，レベルシフタ部
３２，また出力バッファ部３３から構成される。
【００１６】シフトレジスタ部３１は垂直同期信号パル
スＶＳＹＮＣをゲートパルスクロックによってシフトさ
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せて走査ラインを順次イネーブルさせる。
【００１７】レベルシフタ部３２は走査ラインに印加さ
れる信号を順次レベルシフトさせて出力バッファ部３３
へ出力する。従って，出力バッファ部３３と連結された
複数個の走査ラインを順次イネーブルされる。
【００１８】上述のように構成された従来の薄膜トラン
ジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）の駆動方法を説
明すると以下の通りである。まず，ソース駆動部２０の
サンプリングラッチ部２２は順次一つずつの画素の映像
データがサンプリングされ，ホールディングラッチ部２
３はソースラインＳＬなどに該当する映像データを貯蔵
する。
【００１９】また，ゲート駆動部３０はゲートライン選
択信号ＧＬＳを出力して複数のゲートラインＧＬの中で
一つのゲートラインＧＬを順次選択する。
【００２０】従って，選択されたゲートラインＧＬに連
結された複数の薄膜トランジスタ１がターンオンされて
ソース駆動部２０のホールディングラッチ部２３に貯蔵
された映像データがドレインに印加されることによって
映像データが液晶パネル１０に表示される。その後，上
述のような動作が繰り返されて映像データが液晶パネル
１０に表示される。
【００２１】この時，ソース駆動部２０は，ＶＣＯＭ，
陽の映像信号（ｐｏｓｉｔｉｖｅｖｉｄｅｏ  ｓｉｇｎ
ａｌ），及び，陰の映像信号（ｎｅｇａｔｉｖｅ  ｖｉ
ｄｅｏ  ｓｉｇｎａｌ）を液晶パネル１０に提供して映
像データを液晶パネル１０に表示することになる。
【００２２】図２１は，図１８の画像信号の電圧範囲を
示した図である。すなわち，図２１に示したように，薄
膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）の動作
の時，液晶に直接ＤＣ電圧が掛からないようにするため
にフレームが変わるごとに，陽の映像信号と陰の映像信
号と交代で画素に印加し，このために，薄膜トランジス
タ液晶表示装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）の上板の電極に陽の
映像信号を陰の映像信号の中間電圧であるＶＣＯＭを印
加する。
【００２３】ところが，ＶＣＯＭに基づき，液晶に陽の
映像信号と陰の映像信号を交代で印加する場合液晶の光
伝達曲線が一致しないことになってフリッカーが発生さ
れる。従って，前記フリッカーの発生を減らすために図
２２～図２３に示したように，フレーム反転（Ｆｒａｍ
ｅ  Ｉｎｖｅｒｓｉｏｎ）方式，ライン反転方式，カラ
ム反転方式，及び，ドット反転方式などの４つの反転方
式（反転駆動方式）が各々用いられる。
【００２４】まず，図２２はフレーム反転方式として，
フレームが変わる場合だけ映像信号の極性が変化される
方式であり，図２３はライン反転方式として，ゲートラ
インＧＬが変わるごとに映像信号の極性が変わる方式で
ある。また，図２４はカラム反転方式として，ソースラ
インＳＬが変わる時とフレームが変わるごとに映像信号
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の極性が変わる方式であり，図２５はドット反転方式と
して各ソースラインＳＬのゲートラインＧＬが変わる時
とフレームが変わるごとに映像信号の極性が変わる方式
である。
【００２５】このとき画質はフレーム反転方式，ライン
反転方式，カラム反転方式，ドット反転方式の順で良好
であり，その画質に比例して極性が変わる場合の数が増
加されることによって電力消耗も増加される。その一例
を図２６に示した従来の液晶表示装置を駆動するための
ドット反転方式方式を参考して説明すると以下の通りで
ある。
【００２６】図２６はドット反転方式の時，液晶パネル
１０へ入力される奇数のソースラインＳＬまたは偶数の
ソースラインＳＬの波形を示したもので，ゲートライン
ＧＬが変わるごとに常時ソースラインＳＬの映像信号が
ＶＣＯＭに基づき極性が変化されることを示している。
【００２７】このとき，薄膜トランジスタ液晶表示装置
（ＴＦＴ－ＬＣＤ）のパネル全体が同じグレーを表して
いると仮定すると，ソースラインＳＬの映像信号の変化
幅ＶはＶＣＯＭと陽の映像信号の変化幅またはＶＣＯＭ
と陰の映像信号の変化幅の２倍となる。従って，従来の
ドット反転方式はゲートラインＧＬが変わるごとに映像
信号のＶＣＯＭに基づき陽から陰へ，陰から陽へ変わる
ので多くの電力を消耗することになる。
【００２８】すなわち，図２６はノーマリーホワイト
（ｎｏｒｍａｌｌｙ－ｗｈｉｔｅ－ｍｏｄｅ）液晶でブ
ラックイメージを表示する場合の映像信号スイング幅を
示したもので，毎水平周期ごと大幅の電圧変動が必要
で，かかる電圧変動はもっぱら出力段増幅器の電源ＶＤ
Ｄによって供給されたエネルギーから成され，２水平周
期（Ｈ）ごと消費電力が発生する。
【００２９】図２７はキャパシタンス負荷を駆動するた
めの一般のＣＭＯＳ回路を示した回路図である。図２７
に示したように，ＰＭＯＳトランジスタＰ１のソースを
電源段Ｖ

Ｈ
に連結し，ドレインはＮＭＯＳトランジスタ

Ｎ１のドレインに連結して出力段にし，ＮＭＯＳトラン
ジスタＮ１のソースは他の電源段Ｖ

Ｌ
に連結し，ＮＭＯ

ＳトランジスタＮ１とＰＭＯＳトランジスタＰ１のゲー
トには出力信号（または入力信号）の周波数Ｆが入力さ
れ，ＮＭＯＳトランジスタＮ１とＰＭＯＳトランジスタ
Ｐ１のドレインとＮＭＯＳトランジスタＮ１のソース間
には負荷キャパシタＣ

ＬＯＡＤ
が連結される。

【００３０】上述のように構成された従来のＣＭＯＳ駆
動回路の消費電力Ｐ

ＣＯＮＶ
は，（式１）のように与え

られる。
（式１）Ｐ

ＣＯＮＶ
＝Ｃ

ＬＯＡＤ
・Ｖ

Ｈ
（Ｖ

Ｈ
－Ｖ

Ｌ
）

・Ｆ
【００３１】（式１）においてＣ

ＬＯＡＤ
は負荷キャパ

シタＣ
ＬＯＡＤ
の容量（キャパシタンス：Ｃａｐａｃｉ

ｔａｎｃｅ）であり，Ｆは出力信号（または入力信号）
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の周波数である。また，電源Ｖ

Ｈ
＞Ｖ

Ｌ
である。

【００３２】
【発明が解決しようとする課題】ところで，上述のよう
な従来の液晶表示装置のソース駆動方法においては，ソ
ース駆動消費電力は映像信号のスイング幅に比例するの
で２水平周期ごと電力が発生して電力消費が大きいとい
う問題点があった。
【００３３】本発明は，従来の液晶表示装置のソース駆
動方法が有する上記問題点に鑑みてなされたものであ
り，本発明の目的は，電圧スイング幅が大きい極性変調
の消費電力を減らすとともに増幅器の駆動消費電力を減
らすことの可能な，新規かつ改良された液晶表示装置の
ソース駆動回路及びソース駆動方法を提供することであ
る。
【００３４】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め，本発明の液晶表示装置のソース駆動回路は，シフト
レジスタ部と，サンプリングラッチ部と，ホールディン
グラッチ部と，ディジタル／アナログ変換部また出力バ
ッファ部とから構成された液晶表示装置のソース駆動回
路において，奇数番目のソースラインの極性変調を行う
第１極性変調部と，前記第１極性変調部と反対に偶数番
目のソースラインの極性変調を行う第２極性変調部と，
外部の制御信号によって出力バッファ部の出力と第１，
第２極性変調部の出力のうち，一つを選択してピクセル
に出力する複数のマルチプレクサ部またはスイッチ部か
ら構成されることを特徴とする。
【００３５】また，上記課題を解決するため，本発明の
液晶表示装置のソース駆動方法は，第１基板と第２基
板，またその間に封入された液晶を含めた液晶表示装置
のソースラインに陰の映像信号及び陽の映像信号を印加
する液晶表示装置のソース駆動方法において，前記各映
像信号の電圧を極性変調とグレースケール決定の２位相
で分けて印加することを特徴とし，前記極性変調は段階
的な充電及び放電から成されることを特徴とする。
【００３６】
【発明の実施の形態】以下に添付図面を参照しながら，
本発明にかかる液晶表示装置のソース駆動回路及びソー
ス駆動方法の好適な実施の形態について詳細に説明す *

8
*る。なお，本明細書及び図面において，実質的に同一の
機能構成を有する構成要素については，同一の符号を付
することにより重複説明を省略する。
【００３７】図１は，本発明によるドット反転方式（ド
ット反転駆動方式）による画像信号の動作範囲を示した
図である。本発明による液晶表示装置のソース駆動方法
である多段階ソースドライビングでは映像信号伝達を極
性変調とグレースケール決定（ｇｒａｙ  ｓｃａｌｅ  
ｄｅｃｉｓｉｏｎ）の２位相から分けて成される。
【００３８】すなわち，図１のように，陰の映像の中間
グレーに当たる電圧ＶＬで陽の映像の中間グレーに当た
る電圧ＶＨの間の電圧変動Ｂは極性変調によって行わ
れ，その後にグレースケール決定のための電圧変動Ｃ，
Ｄはソースドライバの増幅器によって成される。なお，
陰の映像信号及び陽の映像信号の中間に当たる電圧によ
る場合に限定されず，陰の映像信号及び陽の映像信号に
当たる任意の電圧範囲で用いることができる。
【００３９】上述のように本発明のドット反転方式によ
る消費電力発生について，極性変調によるものと増幅器
によるものに分けて説明する。
【００４０】すなわち，図１において極性変調Ｂに必要
とする消費電力は極性変調の電圧ＶＨによって供給さ
れ，グレースケール表示Ｃ（この場合，ブラックイメー
ジ）に必要とする消費電力は増幅器のＶＤＤによって供
給される。
【００４１】また，陰の映像領域の電圧ＶＬで極性変調
した後，ホワイトイメージを表示するためにはＤのよう
な電圧変動が必要となり，これもやはり増幅器のＶＤＤ
によって供給された電力から成される。
【００４２】しかし陰の映像領域の電圧ＶＬで極性変調
した後，ブラックイメージを表示すると増幅器によって
消費電力を発生させず，さらに陽の映像領域の電圧ＶＨ
で極性変調するとき（電圧変動Ａ）極性変調の電圧ＶＬ
によって消費電力が発生する。以上説明したドット反転
方式による消費電力発生を整理すると，表１に示した通
りである。
【００４３】
【表１】

【００４４】なお，多段階ソース駆動回路の駆動波形を
オールブラックイメージの場合の一例と，オールホワイ

トイメージの場合の一例とを，図２と図３に各々示し
た。すなわち，図２は多段階ソースドライビング方式の
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オールブラックイメージの駆動波形図であり，図３は多
段階ソースドライビング方式のオールホワイトイメージ
駆動波形図である。
【００４５】従って，図２及び図３に示したように，本
発明によるドット反転方式は一つの水平周期（Ｈ）を極
性変調とグレースケール決定の２位相で分けてソース駆
動が成されることが分かる。
【００４６】このような多段階ソースドライビング方式
では電圧スイング幅が大きい極性変調は多段階充電を介
した電荷リカバリ方式を用いて消費電力を減少させ，増
幅器はグレースケール表示に必要とする程度の消費電力
だけを供給するようにして駆動消費電力を減らす。
【００４７】上述のように消費電力を減らすことができ
る本発明による液晶表示装置のソース駆動回路の構成を
説明すると以下の通りである。すなわち，図４～図６は
本発明による液晶表示装置のソース駆動回路を示した構
成図である。
【００４８】図４に示したように複数のマルチプレクサ
部８０などは外部の制御信号ＣＯＮによる出力バッファ
部５０の出力と奇数極性変調部６０及び偶数極性変調部
７０の出力のうち一つを選択してピクセルに伝える。な
お，薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－ＬＣＤ）
のドット反転方式では隣のソースライン同士の信号極性
が反対であるので多段階電荷駆動の方向も反対である。
すなわち，奇数番目のソースラインのキャパシタに段階
的充電を行う場合偶数番目のソースラインのキャパシタ
には段階的放電が行わなければならない。
【００４９】従って，極性変調部を構成するスイッチな
どの動作手順も反対であるので本発明のソース駆動回路
では奇数番目のソースラインと偶数番目のソースライン
を別に駆動できるように奇数番目のソースラインの極性
変調のための奇数極性変調部６０と偶数番目ソースライ
ンの極性変調のための偶数極性変調部７０を各々別に取
り付ける。
【００５０】本発明による液晶表示装置のソース駆動回
路は，図１９のディジタル／アナログ変換部２４でアナ
ログ信号で変換されたデータ信号の電流を増幅してパネ
ルのソースラインに出力する出力バッファ部５０と，奇
数番目のソースラインを駆動するための奇数極性変調部
６０と，偶数番目ソースラインを駆動するための偶数極
性変調部７０と，外部の制御信号ＣＯＮによって出力バ
ッファ部５０の出力と奇数極性変調部６０及び偶数極性
変調部７０の出力のうち，一つを選択してピクセルに出
力する複数のマルチプレクサ部８０から構成される。
【００５１】すなわち，本発明による液晶表示装置のソ
ース駆動回路は従来の液晶表示装置のソース駆動回路の
出力バッファ部５０段までは同一であり，最終出力直前
に些かの変形が必要である。ここで，前記マルチプレク
サ部８０は外部の制御信号ＣＯＮによって極性変調とグ
レースケール決定を選択する役割を果たす。

10
【００５２】なお，図５に示したように，図１９のディ
ジタル／アナログ変換部２４でアナログ変換されたデー
タに当たる信号の電流を増幅して出力するＡＭＰ＿Ｈ及
びＡＭＰ＿Ｌから成される出力バッファ部５０の信号を
各々入力されて外部の制御信号によって選択してピクセ
ルに出力する複数の第１マルチプレクサ（ＭＵＸ＿Ａ）
部８０ａと，前記第１マックス部８０ａの出力信号と奇
数極性変調部６０または偶数極性変調部７０の信号を各
々入力されて外部の制御信号によって一つを選択してピ
クセルへ出力する複数の第２マルチプレクサ（ＭＵＸ＿
Ｂ）部８０ｂから構成される。
【００５３】また，図６は，図４と図５の回路をより簡
易に構成したものである。すなわち，図６に示したよう
に，各カラムごとに，複数の第１マルチプレクサ（ＭＵ
Ｘ＿Ａ）部と複数の第２マルチプレクサ（ＭＵＸ＿Ｂ）
部は，３個のスイッチに代えることができる。
【００５４】図７は，図４及び図５のＭＵＸ＿Ｂ及びＭ
ＵＸ＿Ａを制御する制御信号の波形図であり，図９及び
図１０は図５の出力バッファ部の増幅器の回路図であ
る。すなわち，図７に示したように，ＣＯＮ信号が
“１”であれば極性変調を行い，ＣＯＮ信号が“０”で
あればグレースケール決定を行う。ここで，ＣＯＮは図
４及び図５のＭＵＸ＿Ｂを制御するクロック信号であ
り，ＥＯは図５のＭＵＸ＿Ａを制御するクロック信号で
ある。
【００５５】図６に示した回路は図８に示した制御信号
によって動作する。図８によれば，ＣＯＮ＝１の場合に
は極性変調を行い，ＣＯＮ＝０の場合にはグレースケー
ルを決定する。グレースケールを表示する場合には，Ｅ
Ｏ１＝０であるかまたはＥＯ２＝１であるかによって，
陽の映像信号を表示するか，陽の映像信号を表示するか
が決められる。
【００５６】なお，図５の出力バッファ部５０の増幅器
にはＡＭＰ＿ＨとＡＭＰ＿Ｌの２種類があり，この二つ
は回路構造は図９は図１０に示したようにＶＤＤ電圧が
異なる。すなわち，ＡＭＰ＿Ｈ（ＶＤＤ電圧が１０Ｖ）
は陽の映像領域のグレースケールだけを担当し，ＡＭＰ
＿Ｌ（ＶＤＤ電圧が５Ｖ）は陰の映像領域のグレースケ
ールだけを担当する。
【００５７】また，図１のＤのように陰の映像領域の信
号を伝える時停電圧増幅器を用いることによって高電圧
増幅器だけを用いる場合に比べて消費電力を減少させる
ことができる。
【００５８】なお，上述のように構成される奇数及び偶
数極性変調部の構成をより詳細に説明すると以下の通り
である。すなわち，図１１は各極性変調部を示した回路
図である。図１１のように，Ｖ

Ｈ
でＶ

Ｌ
を５等分して

（一般にＮ等分）負荷キャパシタンスを駆動すると消費
電力Ｐ

ｓｔｅｐｗｉｓｅ
は従来の（式１）より（式２）

のように１／５（一般に１／Ｎ）で減少することにな
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る。
（式２）Ｐ

ｓｔｅｐｗｉｓｅ
＝Ｃ

ＬＯＡＤ
Ｖ
Ｈ
（Ｖ

Ｈ
－

Ｖ
Ｌ
）Ｆ／５＝Ｐ

ＣＯＮＶ
／５

【００５９】ここで，負荷キャパシタＣ
ＬＯＡＤ
はＭ個

のカラムラインのキャパシタンスの合で，ここでＭは１
個のソースドライバの出力数の１／２である。
【００６０】本発明でドット反転方式のためには極性変
調回路（ＰＭ）が偶数カラム奇数カラムの極性変調を反
対に行わなければならないので，１個のソース駆動回路
には偶数カラムと奇数カラムを分けて担当しなければな
らないので２個の極性変調回路（ＰＭ）が必要である。
例えば，３００個の出力を有する液晶表示装置のソース
駆動回路にこの方式を適用する場合，Ｍは１５０とな
る。
【００６１】また，図１１の外部のキャパシタＣ

ＥＸＴ１
，Ｃ

ＥＸＴ２
，Ｃ

ＥＸＴ３
，Ｃ

ＥＸＴ４
はソー

スドライバチップ外部に装着した外部のキャパシタで各
々の大きさはＭ個の負荷キャパシタＣ

ＬＯＡＤ
の１００

倍程度の大きさを有し，各外部のキャパシタ
Ｃ

ＥＸＴ１
，Ｃ

ＥＸＴ２
，Ｃ

ＥＸＴ３
，Ｃ

ＥＸＴ４
に電

源Ｖ
Ｈ
とＶ

Ｌ
を均等に分割した電圧を各々Ｖ

Ｌ
＋（４／

５）（Ｖ
Ｈ
－Ｖ

Ｌ
），Ｖ

Ｌ
＋（３／５）（Ｖ

Ｈ
－

Ｖ
Ｌ
），Ｖ

Ｌ
＋（２／５）（Ｖ

Ｈ
－Ｖ

Ｌ
），Ｖ

Ｌ
＋（１

／５）（Ｖ
Ｈ
－Ｖ

Ｌ
）が各々充電されている。ここで電

源Ｖ
Ｈ
はＶ

Ｌ
より大きい。

【００６２】また，各電源Ｖ
Ｈ
及びＶ

Ｌ
と各外部のキャ

パシタＣ
ＥＸＴ１
，Ｃ

ＥＸＴ２
，Ｃ

ＥＸＴ３
，Ｃ

ＥＸＴ４
は各々外部の信号によってターンオンまたはタ

ーンオフされるスイッチＳＷ６－ＳＷ１によって負荷キ
ャパシタと連結されるように構成される。なお，多段階
ソースドライビング方式が実質的な意味を有するように
すると，消費電力低減効率とともに各ステップに所要さ
れる時間が十分に短くしなければならないし，回路の大
きさが小さくなければならない。
【００６３】上述のように本発明の液晶表示装置のソー
ス駆動回路に用いる極性変調回路を用いた多段階ソース
駆動回路の消費電力が減少する理由を説明すると以下の
通りである。すなわち，図１１に示したように，外部の
キャパシタＣ

ＥＸＴ１
，Ｃ

ＥＸＴ２
，Ｃ

ＥＸＴ３
，Ｃ

ＥＸＴ４
には初期に電圧が充電されていると仮定する

と，隣の外部キャパシタの間の電圧は全て均等に１／５
ほどの差が発する。
【００６４】初期に負荷キャパシタにＶ

Ｌ
に電圧が充電

されていると仮定し，Ｖ
Ｈ
まで充電しようとする場合，

スイッチＳＷ１からＳＷ６まで順次ターンオンさせる。
この時，負荷キャパシタＣ

ＬＯＡＤ
の電圧はＶ

Ｌ
からＶ

Ｈ
まで段階的に上昇することになり，各段階電圧は当た
る外部キャパシタで電荷を供給した結果である。
【００６５】なお，反対にＶ

Ｈ
からＶ

Ｌ
へ放電される場

合を説明すると，充電の場合には反対にスイッチＳＷ６

12
からＳＷ１まで順次ターンオンされる。ここで各外部キ
ャパシタＣ

ＬＯＡＤ
がＶ

Ｈ
まで充電する過程において負

荷キャパシタＣ
ＬＯＡＤ
に供給した電荷Ｖ

Ｌ
＋（１／

５）（Ｖ
Ｈ
－Ｖ

Ｌ
）をＶ

Ｌ
へ放電する過程で戻すことに

よって各外部のキャパシタが負荷キャパシタＣ
ＬＯＡＤ

に供給した電力は実質的に“０”となる。
【００６６】また，電源Ｖ

Ｈ
による電力供給はスイッチ

ＳＷ６がターンオンされることによって成されるが，ス
イッチＳＷ６がターンオンされる直前に負荷キャパシタ
Ｃ
ＬＯＡＤ
にはＶ

Ｌ
＋（４／５）（Ｖ

Ｈ
－Ｖ

Ｌ
）が充電

されているので電源Ｖ
Ｈ
によって実際に充電された電圧

は（１／５）（Ｖ
Ｈ
－Ｖ

Ｌ
）であり，消費電力は（式

１）に示したように１／５に減少する。
【００６７】図１２は本発明によるソース駆動回路を駆
動するための極性変調回路の一実施例を示した回路図で
ある。図１２に示したように，奇数極性変調部６０と偶
数極性変調部７０は外部キャパシタを共有している。
【００６８】また，抵抗（Ｒ）熱は外部キャパシタの初
期充電電圧を決定するためのもので，ソース駆動回路の
動作初期にＳＴＲ信号によって制御されるスイッチなど
がターンオンされると抵抗熱に電流が流れて抵抗による
電圧分配が成され，各外部キャパシタには分配された電
圧などが貯蔵される。
【００６９】一応，前記外部キャパシタに所望の電圧が
貯蔵されると，ＳＴＲ信号によって各スイッチなどはタ
ーンオフさせることによって抵抗熱に不要とする電流が
流れて消費電力が発生することを防止することができ
る。従って，図１１のように，外部キャパシタなどがチ
ップ外部に設けられるキャパシタが抵抗熱はチップ内部
に集積できる。
【００７０】なお，図に示したように第１，第２シフト
レジスタ９０ａ，９０ｂは多段階ソース駆動回路のスイ
ッチＳＷ１～ＳＷ６などを制御するための信号を発す
る。スイッチＳＷ１～ＳＷ６などを制御する信号を一々
チップ外部から供給するより，第１，第２シフトレジス
タ９０ａ，９０ｂを用いて内部から生成する方が入力信
号の数を減らすことができるためである。
【００７１】ここで前記第１，第２シフトレジスタ９０
ａ，９０ｂに入力される信号のうち，ＣＬＫ２は第１，
第２シフトレジスタ９０ａ，９０ｂに用いるクロック信
号で，ＰＭＳは第１，第２シフトレジスタ９０ａ，９０
ｂのトリガー信号，ＰＭＤはシフト方向を決定する信号
である。
【００７２】第１シフトレジスタ９０ａのＰＭＤ信号が
“１”が入力されると，第２シフトレジスタ９０ｂには
“０”が入力される。第１シフトレジスタ９０ａまたは
第２シフトレジスタ９０ｂの先端にインバータを構成し
て互いに反対の信号を入力されることができる。その理
由は前記のように奇数極性変調部６０と偶数極性変調部
７０は各スイッチのターンオン及びターンオフ順序が反
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対であるのでスイッチに印加されるターンオン信号の順
序も反対にすべきだからである。
【００７３】なお，第１，第２シフトレジスタ９０ａ，
９０ｂを用いる代わりに図１３のように一つのシフトレ
ジスタだけを用いるが，連結順序を反対にすることも可
能である。
【００７４】また，本発明のドット反転方式のタイミン
グと回路の大きさに対してシミュレーションした結果を
説明すると以下の通りである。例えば，本発明による適
用対象は３０インチ対角のＵＸＧＡパネル及び１４イン
チ対角ＸＧＡパネルである。ここでは３０インチ対角の
ＵＸＧＡパネルを中心と説明する。
【００７５】現在開発された３０インチＬＣＤパネルは
図１４のように，４分割駆動によって動作するので，本
発明においても４分割駆動の仮定のうえ，シミュレーシ
ョンを行う。前記のように４分割駆動をすると，各４分
割パネルは１５インチＳＶＧＡパネルに当たる。このと
きのカラムラインはＣ＝１２８ｐＦ，Ｒ＝２．５ｋΩで
あるロードで動作し，ラインタイムは２２μｓｅｃであ
る。
【００７６】ここで，カラムラインのＣ及びＲ値は典型
的なピクセルに対してラパエル（Ｒａｐｈａｅｌ）３Ｄ
シミュレーションを介して抽出した値である。実際ソー
スラインはＣとＲとが分散されて存在するので，図１５
のように１０セグメントに分けたロードモデルを用い
る。
【００７７】なお，図１１に示したように５ステップ方*

14
*式を用いると仮定する。また，極性変調に所要される時
間を１水平周期（１Ｈ）の１／２以下で制限し，余分の
時間を増幅器によるグレースケール表示時間に割り当て
ると仮定すると，ＸＧＡパネルはラインタイムが約１６
μｓｅｃで，ＳＶＧＡパネルはラインタイムが約２２μ
ｓｅｃであるので，許容されたステップ時間は約１．５
μｓｅｃ，２μｓｅｃである。
【００７８】かかるタイミング条件を満たすための図１
１の各スイッチのトランジスタサイズを表２～表５に亘
って整理した。ここで，各スイッチはＮＭＯＳトランジ
スタだけで構成したりＮＭＯＳトランジスタとＰＭＯＳ
トランジスタとに分けて構成でき，各トランジスタのチ
ャンネル長さは共通して０．６μｍである。また，極性
変調は２．２５～７．７５Ｖの電圧を負荷キャパシタＣ

ＬＯＡＤ
に伝えるためのもので各々スイッチ（ＮＭＯＳ

トランジスタ）をオンさせるためには１０Ｖ，オフさせ
るためには０Ｖを印加する。このとき前記スイッチがＰ
ＭＯＳトランジスタの場合は反対である。
【００７９】表２は，ステップ時間＝１．５μｓｅｃ，
ＮＭＯＳスイッチであるトランジスタの大きさを示した
ものである。表２に示したように，各スイッチをＮＭＯ
Ｓトランジスタだけで構成し，ＳＷ１，ＳＷ２，ＳＷ３
は４００μｍ，ＳＷ４，ＳＷ５は５００μｍ，また一番
高い電圧を伝達するＳＷ６は６００μｍの大きさで各々
構成する。
【００８０】
【表２】

【００８１】表３は，ステップ時間＝１．５μｓｅｃ，
ＮＭＯＳとＰＭＯＳスイッチであるトランジスタの大き
さを示したものである。表３は，一番高い電圧を伝える
ＳＷ６スイッチをＰＭＯＳにした場合である。これは伝
えようとする電圧が高いので０Ｖをオン（ＯＮ）信号で*

*印加するのが│Ｖ
ＧＳ
│が大きくなることによって電流

伝達に有利である。
【００８２】
【表３】

【００８３】すなわち，表３に示したように，ＳＷ６ス
イッチでＰＭＯＳトランジスタを用いるのでＮＭＯＳト
ランジスタを用いるのよりトランジスタ大きさ面から多
少有利であることが分かる。
【００８４】表４は，ステップ時間＝２．０μｓｅｃ，

ＮＭＯＳスイッチであるトランジスタの大きさを示した
ものである。
【００８５】
【表４】

【００８６】表５は，ステップ時間＝２．０μｓｅｃ， ＮＭＯＳとＰＭＯＳスイッチの場合のトランジスタの大
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きさを示したものである。
【００８７】 *

16
*【表５】

【００８８】上述のように本発明による液晶表示装置の
ソース駆動回路による電力消費シミュレーション結果を
説明すると以下の通りである。すなわち，電力消費シミ*

*ュレーション条件を表６に整理した。
【００８９】
【表６】

【００９０】ここで，表示イメージ別に提案したステッ
プソースドライビングＡＣ電力消費シミュレーションを
行った結果と既存の高電圧駆動方式におけるＡＣ電力消
費シミュレーション結果を比較する。
【００９１】まず，オールブラックイメージはパンル全
体がブラックイメージ表示するときの駆動波形及びコン
トロール信号を図１６に示し，オールホワイトイメージ
表示のための駆動波形及びコントロール信号を図１７に
示した。図１６及び図１７は，表６に示した仮定の上，
ＨＳＰＩＣＥシミュレーションを行った結果である。
【００９２】すなわち，制御信号ＣＯＮによって極性変*

*調またはグレースケール決定になっている。なお，表
７，表８，表９に各々電流及び消費電力を整理した。こ
こで表７のＶＤＤＨ及びＶＤＤＬは図９～図１０に示し
たＡＭＰ＿Ｈ及びＡＭＰ＿Ｌの電源電圧である。表７は
オールブラックイメージ表示のための消費電力比較を示
しており，表８はオールホワイトイメージ表示のための
消費電力比較を示しており，表９はオール中間グレーイ
メージ表示のための消費電力比較を示している。
【００９３】
【表７】

【００９４】 【表８】
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【００９５】
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【表９】
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【００９６】以上，添付図面を参照しながら本発明にか
かる液晶表示装置のソース駆動回路及びソース駆動方法
の好適な実施形態について説明したが，本発明はかかる
例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に
記載された技術的思想の範疇内において各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり，それらに
ついても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解
される。
【００９７】
【発明の効果】以上説明したように，本発明による液晶
表示装置のソース駆動回路及び駆動方法には以下のよう
な効果がある。すなわち，多段階ソース駆動方式では電
圧スイング幅が大きい極性変調は多段階電荷を介した電
荷リカバリ方式を用いて消費電力を減少させ，増幅器は
グレースケール表示に必要とする程度の消費電力だけを
供給させることによって駆動消費電力を減らすことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明によるドット反転方式によりソース駆動
回路の出力波形図。

20

【図２】多段階ソースドライビング方式のオールブラッ
クイメ－ジの駆動波形図。
【図３】多段階ソースドライビング方式のオールホワイ
トイメ－ジの駆動波形図。
【図４】本発明による液晶表示装置のソース駆動回路を
示す構成図。
【図５】本発明による液晶表示装置のソース駆動回路を
示す構成図。
【図６】本発明による液晶表示装置のソース駆動回路を
示す構成図。
【図７】図４，図５のＭＵＸ＿Ａ及びＭＵＸ＿Ｂを制御
する制御信号の波形図。
【図８】図４，図５のＭＵＸ＿Ａ及びＭＵＸ＿Ｂを制御
する制御信号の波形図。
【図９】図５の出力バッファ部の増幅器の回路図。
【図１０】図５の出力バッファ部の増幅器の回路図。
【図１１】各極性変調部を示した回路図。
【図１２】本発明によるソース駆動回路を駆動するため
の極性変調回路の一  実施例を示す回路図。
【図１３】本発明によるソース駆動回路を駆動するため
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の極性変調回路の他  の実施例を示す回路図。
【図１４】３０インチ対角のＵＸＧＡパネル。
【図１５】１０セグメントに分けたロードモデル。
【図１６】オールブラックイメ－ジの表示のための駆動
波形及びコントロール信号の波形図。
【図１７】オールホワイトイメ－ジの表示のための駆動
波形及びコントロー  ル信号の波形図。
【図１８】従来の薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦ
Ｔ－ＬＣＤ）を示した構成図。
【図１９】従来の液晶表示装置によるソース駆動回路の
構成図。
【図２０】従来の液晶表示装置によるゲート駆動回路の
構成図。
【図２１】図１８の画像信号の電圧範囲を示した図。
【図２２】薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤ）のフレーム反転駆動方式を示した図。
【図２３】薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－Ｌ*

22
*ＣＤ）のライン反転駆動方式を示した図。
【図２４】薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤ）のカラム反転駆動方式を示した図。
【図２５】薄膜トランジスタ液晶表示装置（ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤ）のドット反転駆動方式を示した図。
【図２６】従来のドット反転方式によるソース駆動回路
の出力波形図。
【図２７】キャパシタンス負荷を駆動するための一般の
ＣＭＯＳ回路を示した回路図。
【符号の説明】
５０：出力バッファ部
６０：奇数極性変調部
７０：偶数極性変調部
８０：マルチプレクサ部
９０ａ，９０ｂ：第１，第２シフトレジスタ
１００：インバータ

【図１】 【図２】

【図３】 【図７】
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【図６】

【図８】

【図１１】

【図１４】

【図１５】
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【図１２】

【図１３】

【図２０】
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【図１６】

【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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摘要(译)

能够降低功耗的液晶显示装置的源极驱动电路及其驱动方法。 源极驱动
电路根据外部控制信号CON选择用于对源极线进行极性调制的极性调制
单元（60、70）和输出缓冲单元（50）的输出或极性调制单元的输出中
的一个。 它由将数据输出到像素的多个多路复用器单元80组成。 可以在
极性调制和灰度确定的两个阶段中分别施加每个视频信号的电压，并且
可以通过逐步充电和放电来执行极性调制。
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